
請求人による通し番号（１１－１２） 

【別紙】は上尾市の HP を転記したものです。以下，この記事に関して情報の開示を求めます。 

なお，開示する情報が同一の場合（例えば(1)と(2)について開示する情報が同一の場合等）は，

その旨ご教示ください。また，請求内容から見て，市長・教育委員会双方に電子申請しています。 

(1)「上尾市では、中学生を対象とした市内の全中学校での巡回展示と、市民を対象とした市役所での展

示を行い、約 2,700人がトーチの実物を間近でご覧になりました」との記述がされています。 

それでは，「中学生を対象とした市内の全中学校での巡回展示」をすると決めたのは，いつ，誰

（またはどの機関）なのか，その形式はどのようなものなのかが判別できる文書・資料等。 

(2)上記において，「市内全中学校での巡回展示」とは，11/2当日のみであるのか，また，当該中学校 

全生徒を対象としているのか，それとも特定の生徒にだけ見せるのかが判別できる文書・資料等  

（中学校別に開示を求めます）。 

(3)「約 2,700人がトーチの実物を間近でご覧になりました」とありますが，2,700人という人数の根拠と  

なる文書・資料等。 

(4)「東京 2020大会開催に向けた県内の気運を醸成するため」との記述がありますが，請求人が知る限  

り，NHK や共同通信が 7 月に発表した世論調査によると，「予定どおり来年に開催すべき」とい

う人が NHK で 26％、共同通信 24％、「中止すべき」が NHK で 31％、共同通信 34％、「さらに

延期すべき」が NHK35％、共同通信 36％という結果で、「開催すべき」という人が 3 割にも満た

ない状況という事実があります。請求人も「欧米のコロナ感染の状況を見たら，そしてアスリートのこと

を考えても早く中止の決定をすべきである。そしてコロナ対策に集中すべきである」と考えています。 

そこで，一般的に認知されている「東京 2020 大会を開催すべきという人は３割にも満たない」という

世論調査結果を，上尾市や上尾市教育委員会として把握していることが判別できる文書・資料等。 

(5)「トーチを上からも見られる背の高い生徒は、上部が桜の形であることも確認していました」との記述が  

ありますが，これは明らかに生徒の身体的・外形的な差異の存在をことさら強調する内容であり，

身長がさほど高くない生徒や，様々な事情からトーチの上部を見ることができない生徒に対する

配慮は全く認められず，他者を思いやる気持ちは微塵も感じられません。請求人は「なぜ行政が

このような記述をするのだろうか」という疑念を抱いています。 

そこで，なぜこのような，他者への配慮に欠けた記述に至ったのか，その理由や経緯等が判別で

きる文書・資料等。 

(6)2020東京大会の招致に関連して，数々の問題点や疑惑が指摘されていることは周知の事実です。 

 たとえば，ざっと見ただけでも次のようなことがあります。 

＊福島第一原子力発電所の汚染水の問題（安倍晋三氏のアンダーコントロール発言） 

＊新国立競技場にまつわる問題（建設費の問題，作業員の過労死の問題） 

＊エンブレム盗用・白紙撤回の問題 

＊招致をめぐる贈賄疑惑（竹田恒和氏に対する疑惑＝フランスからの聴取） 

＊マラソンの会場移転の問題（IOCの強権発動） 

＊聖火リレー中止の問題（親火は 2020.03.20に強風のため消えている） 

 そこで，招致に関してもこのような多くの問題を抱え，もともと開催の正当性が問われていると

考えられる 2020東京大会について，「気運を盛り上げる」という理由で中学生を巻き込むことが，

それでもなお教育的効果があるという根拠を示す文書・資料等。 

 

以上(1)～(6)については，閲覧のうえ，必要に応じてコピーを取らせていただきます。 

なお，処分通知の手交についての連絡の際には，請求の日付だけでなく，「請求人による通し番号」 

（本請求書では１１－１２）の明示もお願いいたします。 



【別紙】 

東京 2020オリンピック聖火リレートーチ巡回印刷用ページを表示する 掲載日：2020年 11月 5日更新 

 

11月 2日、東京 2020オリンピック聖火リレートーチ巡回展示事業を行いました。 

これは、東京 2020大会開催に向けた県内の気運を醸成するため、10月 6日の上里町を皮切りに、東京

2020オリンピック聖火リレートーチが県内の市町を巡回しているものです。 

上尾市では、中学生を対象とした市内の全中学校での巡回展示と、市民を対象とした市役所での展示を行

い、約 2,700人がトーチの実物を間近でご覧になりました。 

トーチを間近で見た中学生からは｢ピカピカの桜ゴールドできれい」｢本物が見られてうれしい」などの声が

上がりました。トーチを上からも見られる背の高い生徒は、上部が桜の形であることも確認していました。 

  

  本巡回展示事業に先立ち、10月 31日に市が単独事業として実施した「東京 2020オリンピック聖火リレ

ートーチ展示事業」と合わせると約 4,000人がご覧になりました。 

上尾市での聖火リレーは、来年 7月 8日(木曜日)に実施されます。 
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